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…部　位 使　　用　　箇 所 ? ?




額 hX鴇　7　騨 （mを乞sach） 　’rετω箕OV forehead 2
28：38， 28：38






賛蒙 （ぐ　　　　ひaym） 6③eαλμ6く eye 7
5：21， 12：36， 13：9，　13：！6，14：！◎，　21：24，21：24
眼 霞 Cayi！蓬） 6（騨eαλμ6q eye 7
5：21， ！5：26， 2！：26，　21：26，21：26，　24：17，34：9
開の前 拶 Cavi難），　　鋼 ・蹴謝侮nayi！n） 7
4：30， 7120， 8：22，　9：8，17：6，　19：！1，40：38
闇をと 細断　鯛　7 （Rabat） 惹μβλ加ω ＄ee 1
める 壌：3！
o? 1群 （フ　oze捻） 　ザO0q ear 6
10：2， 1！：2， ！7　：！4，　　　21　：6，　　　32　●。2，　32：3





び魯替　●　　輔　　脚 （’appayim） 簸ose 1
15：8
〔コ 門iコ　OP● （peh） 　　’ﾐτoμα mouth
4：10， 4：11， 4　：　12，　　　　4　：15， 4：15， 娃：15， 4：16， 9
13：9， 23：13
? 　o喧c （sh6論） 6δ06⊆ tooth 5
21：24，21：24，　21二27，　21：27，21：27









































































5：21， 6：1， 6：1， 6：8， 7：4，　　7“．5ラ　　7’● 15，
7：17， 7：！9， 8：！， 8：2， 9：3，　　9“．15， 驚9實22，
10：！2， 10：21， 10：22， 10：25， 12：！！，　13’．3，　13．，
??
！3：9， 13：！4， 13：玉．6， 圭3：16， ！418，　！4’．16，　14?21， 95
14：26， 14：27， 1娃：30， 14：31， ！5：6，　15“．6，　15．喩
??
15：！7， 15：20， 圭6：3， 17：5， 17：9，　17．．！1，　17’・ 11ラ
17：12， ！7：12， 17：12， ！7：16， 18：9，　18辱．10，　！8‘? 10，
！8：1◎， 19：13， 21：13， 21：16， 21：20，　2！：2嘆，　21σ● 24，
22：7， 22：10， 23：！， 23：31， 24：！！，　25¢．25，　28●唇 41，
29：9， 29：10， 29：15， 29：19， 29：20，　29’．25，　3◎‘， 19，








4二4， 9：33， 29：2護， 29二24
?
手幅 銭函鴇　隔　㌦． （⑩Phach） ha捻d’s　breadth ?



























Q4：20， 29：20， 30：19， 9
（5）生命に関する用語の回数
｝部　位 使 用　　箇 所 圏　数
死ぬ ハ粕 （mgth） ＆窪oevhσKω die
1：6， 2：23， 4：19， 慧：5， 12：33， 1護： 1！， 14：！2， 20
14：30， 三6：3， 20二19， 21：12， 21：18， 21：20， 22：18，
28：43， 30：20， 30：21， 3三：14， 31：15， 35： 2
殺す め斉　轍マ （h護rag） うαπOKτε毛〉ω
?
S£r三ke
1：！6， 2：12， 2：14， 2：14， 2：15， ●4．23， 4：24，
5：21， 13：15， 19：12， 21：12， 21：14， 21：20， 21：29，
18
22：2娃， 23：7， 32：12， 32：27
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馬
生命 響潮　。．9撃 （nephesh） 　　　　’ｵDXη 1ife



























































神の姿 3：18， 5＝3 2














m、診　丁　　竃．・● ぐeruah）÷、励　　　　　　　　　丁　7（b護sar） prlva艶par宅 2
20：26， 28：42
血 濃胃　7 （dam） 　セｿ畢α blood




「響滋　　㌢ （bdsar） σωμα 飛esh 2
4：7， 30：32














乳 三口　7　？ （c熱謎ab） γdλα m三lk
2：7， 2：9，　　29。 ，　　3：8， 3：17，　13：5，23：19， 9
33：3，34：26
互v．考
?
　「出エジプト記」の中で，「人とからだ」に関わる文字を全部拾いあげたところ，283箇
所に使用されていることがわかった。この数多い文字の中に，ギリシャや近世の「から
だ」にあたる語がない。これは一体何を意味するのであろうか。つまり，このことから，
fからだjという考えもヘブライにはなかったことになるのであろうか。この問題は余り
にも大きくまた深渕であるe
　七十人訳のギリシャ語に　繭騨　「からだ」と訳されたヘブライ原語を，本書の中から
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拾おうと試みたが全く見当らなかった。さらに興味あることの一つに，「人」と記されて
いる語は「息」を意味する　吻～　（nephesh）が用いられていることである（12：151
回のみ）。本書の中の　吻1　は，15：8，15：IO，31：17に使用されており，そのいず
れも「息jである。また，本書の中には「人間」という語もない。「からだ」や「人間」
にあたる語がないのに，身体の一部たとえば　rly（Or）「膚」（22：26），　『》
C6reph）「背」（23：27），あるいは「ひと」の肉の面である　、吻　（basar）「肉」（4：7，
30：32）などの名称があることも亦きわめて興味深いことである。
?
齢
祈りを表わす手，ハゾル出土，前13世紀？
　また，名称の中で圧倒的に使用回数の多い「手」は，前述のように，あるいは「神対人
間」を堅く結ぶという一点で本書の特徴の一つと言えるのかも知れない．しかし，やはり
本書の主人公は「モーセ」であり，その中心は，「神の罵言」と「十戒」である．さらに
その「契約の書」における身の毛もよだつような一句一句「生命には生命をもって」，「目
には目を」，「歯には歯を」，「手には手を」，「足には足を」，「火傷には火傷を」，「生傷には
生傷を」，そして「打傷には打傷を」（21：23－25）は，「人」と「からだ」の神に対する刑
罰の極致を表わす。これはいわゆる人間相互の相対的な倫理道徳の規範ではない．あくま
でもこれらは，神の一方的な愛による生きた「命令書jであることは言うまでもない。
V。あとがき
　F・JamesのPersonalities　of　the　Old　TestarReRt（1963）の冒題には，次のようなま
ことに興味深いことが掲げられている。
　モーセ〔前13世紀？〕
　奇蹟がありうると信ずるなら，歴史の分野と複雑な現代世界における次の二つこそ，そ
の名に価いしよう．一つはユダヤ人である．紀元70年以来おのが祖国をもたず，全地に
散らされ，すべての国民と混合しながらその特性を持ちつづけ，あらゆる地で寄寓者とし
て生き長らえ，常に差別され，しぼしば迫害され，それが，今日ですらなお世界のここか
しこで，おそらくは単に惰性のためでなく強烈であるが故につづいている，という状態に
ありながら，どこにいても充実し，進歩的，積極的，天才的な一勢力に数えられている，
というこの現象は史上類例がない。
　もう一つはユダヤ教で，これによりこの民がこの民でありうるその宗教である。この二
つはその起源を「ひとりの人」にまでさかのぼる。
　もう一つ，この二つよりはもっと驚くべき事実がある。それはイスラエルから出た，し
古典の申の入とからだ（3＞ ！e7
たがって同じ人に由来する世界的宗教，キリスト教である．第4の事実もつけ加えられよ
う．イスラムすなわちモハメッドの民の宗教は，同様に究極的にはこの人すなわちモーセ
にまでさかのぼりうる（p．9～p．　10）．
　人間モーセの探究のための主要な資料は，国書の最古の二文書である．つまり，「ヤハ
ウェ資料」（」資料B℃．850？）と「エwヒム資料」（E資料B．C．750？）が，モーセに関
する最古の伝承を含んでいる．また，「出エジプト記」は，「創世記」の場合と同じよう
に，これら二つの資料の他に「祭司資料」（P資料B．C。450？）が複雑にからみ合って現
在の形をとっている．ここで資料問題を取り上げるのは，「出エジプト記」の主人公であ
るモ一気という人材が，果たしてどんな「人jであったかということと，すべての離弁に
も打ち勝ってゆくために，どのような「からだ」の持ち主であったかという史実性を把握
しなければならないからである。
　一般的にわれわれのもつモーセ像は，かれはエジプト人を打ち殺し，井戸のかたわらで
エテロの湿たちに助けられ，与えられた使命に対して神と論争し，要求をひっさげてパロ
の前に出，紅海に面してその民に安全を保証し，エテロと話合い，一日中すわったままで
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の民の訴えをさばき，神に会うためにシナイに上ぼり，石の板を打ち砕き，金の牛を粉砕
し，その礼拝者への決定的な刑罰を執行し，民のために執りなし，民のため食物と水を見
出し，アマレクに対しやむことのない聖戦を命じ，たび重なる反乱に激怒する，などであ
る。
　神は，「一人の人モーセ」を召命したと本書は記す。かれにとって，「召命」とは一体何
だったのであろうか．神にひきつり出されては神の手の届く位置にモーセは立つ。立って
は，どなられ，なだめられ，そして一方的な指示をうける．しかもそれを遵守しなければ
「殺す」と言われておどかされる．著者にはモーセという男が小心者に思えてならない．
なぜならば，神の言葉の一言一言に畏れ，おびえ，またその度ごとに吐き，そして吸うか
れの「息」する音が聞えてくるようであるからである．かれは強情な民の訴えを一日中坐
ったままで聞きまた書いた（18：　15）。
　この一筆からもかれの「からだ」と「人」の強さを察知することが出来ない訳ではない
が，全篇を通して受けるかれの人間像は，やはり，小さく，純で，自由なハートの持主で
あったように思う．その根拠は，モーセ自身を中心に考察するのではなくて，神がいかに
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ただかれをこきつかい，ひきつりまわしたかを見れば明らかであるからである．正しい難しい
　　　くるしみ者には苦難が多い。神に愛されている証拠である。モーセこそ正にその「人」であり，そ
の使命を全うするために「からだ」を休めるいとまがなかったのである．聖詩人はうたう
（34：19）一
　　　　　　　　　：叩～　為か挙　吻P議　門解　ハ魑　niRn・34：19
　　　　　　　　　（ヤハウェは）　　（彼を救う〉　（すべてその申から）　（賎しい入は〉　（苦しをもつ）　　（多くの）
　ただ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くるしみ
　義しい人，その人はだだ苦難のみ，
　ヤハウェ，その苦難のすべての中から救う．（私訳）
また，「ヘブライ人への手紙」の訳者も耀こう記す（12：5b－6）一一
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sb　v｛g’　saOV，　1．tih　6＞vt￥d）pu　Tgat6£iag　Kepioo
　（息子よ）　（わたしσ）〉　（ないがしろにするな）　　（讃練を）　　（主の）
pnSt　SKX50v　6fr’　a6Tos　SXey＞〈6pEvoq’
（またおどおどするな）　　（よって）　　（彼に）　　（遺骨されても）
6　δv　　　γdp　　　（＆γα丁τ啄　　K6ρlo（；　丁ταtδε6εi，　　　辞（xστtγoi
（者を〉（なぜなら）　（愛する〉　　（主は〉　　（訓練し）　　（懲らしめられる）
　SS　fv（ftv’；（x　D｛6v　6v　f［otpa66＞〈E’rat．
　　（すべて〉　（子は）　（ところび）〉　　（愛を受ける）
5b　伜よ，主の特訓をバ甘くみるな，どんなに
　やっつけられても，バタバタするな。
　6　それは，主のお気に入りの者を特訓し，
　　その者を徹底的にやっつけるからさ。（私訳）
　ヤハウェから終生懲らしめを受けるのは，モーセに限らない．ヤハウェに掴まった者は，
彼のように，いや彼以上に特訓を受けねばならない．それは，五千年の人類の歴史が物語
る。しかし，なぜモーセがヤハウェに捉えられたのであろうか。わからない。ただイエ系
が「わたしを遣わされた父上（ヤハウェ）が引っ張ってくだされなければ，だれもわたし
の所に来ることは出来ない．」と言われた言葉だけがその秘密を解くカギであろうか（ヨ
ハネ福音書・6：44）。また，ヤハウェに捉えられた者がなぜ皆多くの苦難（くるしみ）を
受けねばならないのであろうか。これもわからない。そしてさらに，なぜその苦しみが
「からだ」の苦しみでなくてはならないのであろうか。
本文中のギリシャ語，ヘブライ語の字母は平沢所有のものを使用．
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